
　　　　「世界の貿易額（輸出入計）の推移と地域別割合」の項を以下に変更。

　　    流動的な要素も出てきている。」を　「イギリスが2016年の国民投票をへて,

　　　「2019年度の歳入の32.2％」を「31.7%」に、

　　　「2016年度の歳出で」を「2020年度の歳出（当初予算）で」に、それぞれ変更。

　　②　学習書p.112「教科書資料の見方」の「国税の内訳・直間比率」中、

　　　「第1位が所得税、第2位が消費税。」を「第1位が消費税、第2位が所得税。に変更し、

　　　最後の「おおよそ5.8対4.2と接近している。」を「おおよそ5.55対4.45と接近している。」に変更。

　　　　2015年頃の落ち込みは，中国を中心とした新興国の貿易不振の影響によるものである。」

　　⑥　学習書p.164の一番下の行、2016年を2018年に変更。

　　⑦　学習書p.171、一番下からの2行、「2016年にイギリスが国民投票で離脱を決めるなど、

　　　  2020年にEUから離脱（ブレクジット）するなど、流動的な要素も出てきている。」に変更。

　　①　学習書p.112「教科書資料の見方」の「日本における一般会計の歳入と歳出」中、

　　　　「2019年，日本の貿易総額（輸出入の合計）が占める割合は４％で，

　　　　発展途上国などを合計した割合39.3％と比較すると，発展途上国の貿易総額が

　　　　日本の約10倍であることがわかる。このことにより，世界の貿易額が増加している背景には，

　　　　発展途上国の貿易拡大によるものがある点を読み取ってほしい。

　　　　なお，2010年頃の落ち込みは，リーマンショックの影響によるものであり，

　　　　「スーパーコンピューター・衛星・木材がこの条項に指定された。」を

　　　　「スーパーコンピュータなどがこの条項に指定された。」と変更。

　　④　学習書p.150「教科書の資料の見方」中の2行目、

　　　　　「日本は2位、中国は3位」を「中国は2位、日本は3位」に変更。

　　⑤　学習書p.158「教科書の資料の見方」の

（１）高等学校標準現代文Ｂ 学習書　　［平成30年度 改訂］
　　第Ⅰ章　小説を読む（三）の「こころ」において、

　　　「精神的に向上心のない者はばかだ」に変更。

３．　現代社会
（１）現代社会　学習書　　［平成２９年度 改訂］

　　　「2016年推計では、年間約640万トンの量が廃棄される。」を
　　　「2017年推計では、年間約612万トンの量が廃棄される。」に変更。
　　③　学習書P140　「６　これからの衣生活」の「ここに注目」の項中、
　　　５の「衣料品の輸入国別割合」のグラフの年度を2018年に変更。
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　　②　学習書p.112「教科書の資料の見方」中の1行目と3行目、

４．　政治・経済

（１）政治・経済　学習書　　［平成３０年度 改訂］

１．現代文Ｂ

　　②　学習書P108　「７　これからの食生活」の「食品ロス」の項中、

　　①　学習書P42　図2-7「出生数及び合計特殊出生率の年次推移」を
　　　2018年　出生数918,400人　合計特殊出生率1.42　と変更する。

２．　家庭総合
（１）家庭総合学習書　　［平成２９年度 改訂］

　　　p.127の1行目の終わりから2行目にかけて、

　　　「精神的に向上心がない者はばかだ」の部分を

　　　　「トランプ大統領はパリ協定離脱を表明し、2020年に離脱した。」と変更。

　　①　学習書p.8　下から4行目「トランプ大統領はパリ協定離脱を表明した。」を

　　　　　2019年度を2020年度にそれぞれ変更。

　　③　学習書p.119「教科書の資料の見方」中の最終行、



　　　「EU離脱派が国民投票で勝利した結果、

　　③　学習書p.158「教科書資料の見方」の9行目から10行目にかけて、

　　　「2016年イギリスでEU離脱派が国民投票で勝利したことを受け、」を

　　　2020年に正式にイギリスがEUを離脱（ブレクジット）するなど、」と変更。

→

６．　科学と人間生活

（１）科学と人間生活　学習書

　　p.43の図1-2「グルコースの構造」

　　　　「企業による農業」を「農業組織による経営」に、

５．　新詳地理B

（１）新詳地理B　学習書　　［平成２９年度 改訂］

　　①　p.11の等時帯を示した世界地図を、最新のものに差し替え。

　　　　「石油は石炭より重量あたりの発熱量が大きいことと、流体のため」と変更。

　　⑥　p.192の最終行、「現在5か国が加盟」を「現在6か国が加盟」に変更。

　　③　p.67の「資料の見方」のタイトル「太陽光発電・風力発電・地熱発電の国別割合」を

　　④　p.174の「EUの統合強化とその反動」の末尾を

　　　「離脱容認派が多数を占めた。」から

　　　「離脱容認派が多数を占め、2020年にEUから離脱（ブレクジット）した。」に変更。

　　　　「ダーチャでの個人生産」を「ダーチャなどでの住民経営」に、それぞれ変更。

　　⑤　p.17８の「ロシアの農業」の「●農業生産基盤の変化」の右図、

　　②　p.61の語句解説の「エネルギー革命」中、　

　　　　冒頭の「石油は石炭より熱効率が高く、流体であるので」を

　　　　「太陽光発電・風力発電・地熱発電の発電容量の国別割合」に変更。
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